
「11 ぴきのねこ」シリーズより

　11 ぴきのねこは山小屋で暮らしています。ある日、ねこ

達がたんけんをしていると、泥沼で遊ぶ恐竜の子どもに出

会います。そして、その子が崖から落ちて泣いていたとこ

ろを助け、ジャブと名付けます。

　大きくなったジャブがねこ達の家にやってきて、11 ぴき

を背中に乗せてくれました。ジャブはそのまま大好きな泥

沼に飛び込みます。ねこ達はどろんこが大の苦手なのに・・・、

どろだらけ！

　しばらくして、今度はジャブが山からたくさんのりんご

を持ってやってきました。ねこ達が喜んでいると、ねこ達

の大切な食糧の魚と勝手に交換して持って行ってしまいま

した。怒ったねこ達が“魚のかたきうち”をすると、それ

からジャブは姿を見せなくなります。ねこ達はなんだか寂

しくなり、来る日も来る日もジャブを待ちました。

　季節は流れ次の年、ジャブは大人になってねこ達の元に

やってきました。

　どろんこ遊びがこどもたちの成長にとって大事で

ある、と言われていますが、現代ではなかなか困難

なようです。「11 ぴきのねこどろんこ」にはこどもた

ちの豊かな成長を強く願う、原作者馬場のぼるさん

の思いが込められています。それは、わたしたち人

形劇団クラルテの思いと重なります。

　自分たちの気の向くまま、欲望のままに、旅をし、

冒険をし、作戦をたて・・・結局、トホホな結果に終わっ

て、それでも決してヘコたれない、11 ぴきのねこ。

今回のお話しでは、ジャブと出会います。恐竜のこ

ども、ジャブはどろんこ遊びが大好き。

　どろんこにまみれ、大地とたわむれどんどん大き

くなるジャブには、豊かな生命力、大きな包容力を

感じます。ジャブは、11 ぴきのねこたちをそのまま

受けとめます。どろんこ遊びの大嫌いなねこたちが、

そんなジャブと触れあい、どう変わっていくのか。

　どろんこ遊びの好きなひとも、嫌いなひとも、ジャ

ブの気持ち、ねこたちの気持ちになって、この人形

劇を観てくれたら、そして、最後にはどろんこ遊び

が大好きになってくれたら、と思います。
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